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要　旨
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はじめに
このテンプレートファイルは，「消化器心身医学」投稿規定にのっとり原稿体裁を整えて投稿することができるようにスタイルファイルとして，フォントサイズなどの書式を設定し，登録している。1行の文字数，1ページの行数など定められた形式で作成することができる。
本文の文字数は，1ページ当たり，24文字×46行×2段組で2,208字とする。また，文章の区切りには全角の読点「，」（カンマ）と句点「。」を用いる。カッコも全角入力する。
本文中の文字の書式は，明朝体・Serif系（Century，Times New Romanなど）を利用し，章節項については，ゴシック体を使用する。
このテンプレートファイルの使い方
このテンプレートの表題，著者名，本文などはあらかじめ指定のフォントサイズなどの書式が設定されている。この書式を崩さずに入力すれば，文字数，行数など定められた体裁で論文を作成することができる。
なお，書式を崩してしまった場合は，崩れた段落箇所を選択して書式をクリアしてから，段落内にカーソルを置き，指定したいスタイルをクリックすると体裁を容易に整えることができる。
最終的な体裁は制作会社によって調整が加えられたものとなる。したがって，このテンプレートは仕上がりイメージをみるためのものである。
原稿執筆の手引き

1．原稿の規定ページ数について

原稿は，すべて8,000字以内とし，図表は10点以内にまとめる。ただし，特別講演のプロシーディング，編集委員会で認めた論文，原著論文はこの限りではない。
2．原稿の作成に際して

投稿論文には，和文要旨（400字以内），和文・英文タイトル，和文・英文著者名およびキーワード（日本語と英語で3語）を記載する。
原稿の文体は「である」調として日本語を用い，常用漢字，新かなづかい，および慣用医学用語を用い，なるべく平易な表現とする。
3．表題及び副題の付け方

原稿の表題は内容を明確に表現するもので，しかも簡潔なものが望まれる。また，必要に応じて副題を付けてもよいが，第1報，第2報という表現は極力避けるようにする。
4．要旨の書き方

長さは400字以内で，途中で改行をしないで，本文と切り離してそれだけを読んでも，論文の内容が具体的に分かるように書く。また，本文中の図・表・文献は，引用しない。
5．キーワードの付け方

キーワードは，論文の内容を代表する重要な用語で，和文・英文で3語を選ぶ。
6．脚注の書き方

脚注は1ページ目の下部に本文との間に線を入れ，著者全員の英文名，所属機関名を書く。
7．見出し（章，節，項）の付け方及び書き方

本文は適宜、区分して見出しを付ける。体裁としては，章の前行は１行空けて書く。また，章・節・項は行の左端より1文字あけて書き，常に改行して記載する。書体はゴシック体とする。
8．医学用語の書き方

医学用語は原則として日本語を用い，略語を用いる際は初出の時に説明する。
外国語，外国人名・地名は原語のままで書き，薬品名は一般名を用いる。商品名を用いるときはカタカナで（　）内に記載する。
9．用いる単位について

単位は原則としてCGS単位（g，mg，%など）を用いる。
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図及び写真・表の作成に関して

（1）本文中では，図1，表1のようにゴシック体で書く。
（2）図表中の用語は和文，英文どちらでもよい。
（3）写真・図・表データがある場合は、本文データと併せて提出する。

引用文献の書き方

文献は重要なものにとどめ，本文中の引用箇所の右肩に小括弧1) のように記載し，通し番号を付ける。本文末尾に1）…として，番号順にまとめて書く。また，日本語の文献を引用する場合は日本語表記とし，英語の文献を引用する場合は英語表記とする。

おわりに
本テンプレートファイルのスタイルを利用すると，各々の項目の書式が自動的に利用できるので便利である。
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